
和歌山工業高等学校定時制平成２９年４月号

４月１０日（月 、離任式・新任式・始業式が行われました。）
この３月末で離任された先生からそれぞれご挨拶いただきました。
転出された先生方は次のとおりです。
長い間ありがとうございました。

宇田好孝教頭（笠田高等学校）
吉田雅彦事務長（県教育委員会）
永井朋子（和工全日制・工業）

（ ）上田賢司 きのくに青雲高等学校通信制・英語
脇田一徳（市立和歌山高等学校定時制・国語）
保田珠美代（和歌山北高等学校・副主査）

新しく着任された先生方は次のとおりです。
よろしくお願いします。

藤村 温教頭（和歌山北高等学校）
畑中伸之事務長（海南高等学校）
岡本圭二（有田中央高等学校・英語）
堀川硬生（きのくに青雲高等学校

定時制・国語）
佐々木喬行（和工全日制・工業）

（ ）中田暁文 和歌山北高等学校・副主査

４月１１日（火 、平成２９年度の入学式が挙行さ）
れました。田村校長から、新入生１２名（機械電気科
４名・建築科８名）と転入生４名（機械電気科２年１
名・建築科２年２名、３年１名）の計１６名の入学が
許可されました。

田村校長と岡本育友会長様からの祝辞の後、新入生
代表が力強く宣誓しました。

４月２８日（金 、和歌山工業高等）
学校本館６階多目的ホールにおい
て、生徒会主催の新入生歓迎会が
開催されました。

生徒会長の挨拶の後、
生徒のアンケート結果を
もとに生徒会で検討した
結果、

「シン・ゴジラ」DVD
を全員で鑑賞しました。

新入生もそろそろ学校生
活に慣れてきたようです。



和歌山工業高等学校定時制平成２９年５月号

５月１６日（火 、前期球技大会が体育館で開催）
されました。

田村校長先生の開会のあいさつの後、生徒会長が
開会宣言をしました。

その後、全員で準備体操（ラジオ体操）をしまし
、 。たが 校長先生も生徒たちと一緒に体操されました

競技は昨年度と同じソフトバレーボールです。
今年度はトーナメント方式で熱戦が繰り広げられました。
第１位～第３位までの入賞者に、校長先生からそれぞれ賞品が授与されました。
生徒たちが、日頃の表情とは違う一面を見せてくれた一日となりました。

５月３日（水 、バドミントン部の）
（ ）， （ ）松本多朗君 ４年建築科 岩井達哉君 ４年機械電気科

辻本隼雄君（２年機械電気科）
の３名は、奈良県立大和中央高等学校で開催された近畿
定通制バドミントン交流戦に参加しました。

ダブルスでは、岩井君と辻本君がペアを組み、レベルの
高い選手相手に健闘しました。シングルスでも各々３～４
試合を戦い、次の公式戦に向けて貴重な経験を積み重ねる
ことができました。

６月１１日（日）に本校体育館で全国高校定時制通信制
課程バドミントン大会和歌山県予選が行われます。

卓球部の県予選は、６月１０日（土）に、きのくに青雲高校で行われます。

両クラブとも８月の全国大会出場を目指して日々頑張っています！



和歌山工業高等学校定時制平成２９年６月号

６月１０日（土）きのくに青雲高校で行われた県予選の結果をお知らせし
ます。

個人戦 １ Ｂ 住田鞠哉 君優 勝
準優勝 ２機電 鈴木 仁 君

団体戦 第１戦 ３－０(きのくに青雲高校)
第２戦 １－３(南紀高校)

住田、鈴木の両名が和歌山県代表として、
８月１日から東京都 駒沢体育館で開かれる
全国大会に出場します。

６月１１日（日）本校体育館
で開催された県予選男子シング

ルスでは、本校バドミントン部同士の激戦が繰り広げら
。 、 。れました 男子ダブルスも含め 結果は次のとおりです

男子シングルス ４ 建 松本多朗 君優 勝
準優勝 ４機電 岩井達哉 君
第３位 ２機電 辻本隼雄 君

男子ダブルス 岩井・辻本 組優 勝
３名全員が８月１６日から神奈川県 小田原アリーナ

で開催される全国大会への出場を果たしました。

６月９日（金）
前期生徒総会が開か

れました。互いに顔が見られるよう、ロの字型に
配置された会場で、前年度報告と本年度事業計画
および予算案などについて承認されました。

６月２１日（水）和歌山県警察本部生活安全部少年課
少年サポートセンターからお二人の講師の方に来ていた
だき、ご講話いただきました。特に犯罪に巻き込まれな
い、また知らないうちに加害者にならないために常日頃
から注意しておくべき
ことなどを教えていた
だきました。

自分を守ることが、
家族や友人を守ること
にもつながるので、軽
率な行動を慎むことが
大切であることを教え
ていただきました。



平成２９年７・８月号 和歌山工業高等学校定時制

７月２０日（木）、１学期終業式が行われました。

終業式に先立って、全国高等学校定通
体育大会和歌山県予選（バドミントン競
技、卓球競技）の入賞者が表彰されまし
た。

終業式では、田村校長から本校の学校
案内（パンフレット）を用いて、「ものづくり」を通して生徒
の成長を願う想いのこもったお話がありました。
また、岡本生徒指導部長からは、どちらも「とうとい」と読

む「尊」と「貴」の意味の違いについてのお話があり、深く考
えさせられました。
他にも進路や教務、総務の先生方から、夏休み中の生活面、

学習面についての諸注意や、終業式の講評があり、非常に落ち
着き、集中できた式となったことを褒めていました。

８月１日（火）
～３日（木）、

東京都世田谷区で開催された第５０回卓球
大会の個人戦に、鈴木仁君（２年機電科）、
住田鞠哉君（１Ｂ）が出場しました。鈴木君は１回戦、住田君は１回戦不戦勝で２回戦か
ら出場し、ともに初戦を見事勝利しました。次戦は敗退しましたが、この経験を自信に、
９月の県大会、１１月の近畿大会へ、今度は団体戦も出場できるよう祈っています。

８月１６日（水）～１９日（土）、神奈川県小田原市で開催
された第１９回バドミントン競技に松本多朗君（４年建築科）、
岩井達哉君（４年機電科）、辻本隼雄君（２年機電科）の
３名が個人戦・団体戦に出場しました。
団体戦１回戦は１勝２敗で惜敗しました。個人戦では岩

井君が１回戦敗退、松本君は１回戦不戦勝で２回戦敗退で
した。この悔しさをバネにして、９月の県大会を勝ち抜き、
１１月の近畿大会では今まで以上の活躍を祈っています。

 



平成２９年９月号 和歌山工業高等学校定時制

１２日（火）、１年生を対象に本年度
も高校生防災スクールを実施しました。
当日は、和歌山市消防協会より講師を
お迎えして、まずは昨年度の救急現場
の実情や、救急通報の際の注意事項な
どを学びました。その後は、心肺蘇生法とＡＥＤの使い方の実習を行いました。生徒たち
は皆、真剣な表情で取り組んでいました。事後の感想文もしっかり書けていました。今後
は、状況に応じて、今回学んだことを生かしていってくれることでしょう。

２２日（金）、紀の川市の華岡青洲顕彰施設「青洲の里」で、
和定連・和海ブロック学習交流会が開かれました。
本校から４名の生徒が参加しました。春林軒・展示室の見学

の後、チョークアートの体験などで、他校生との交流を深めま
した。

【卓球競技】
１６日（土）に、きのくに青雲高校で行われ、橋本央成君

（２年機電科）が３位に入賞しました。

【バドミントン競技】
台風１８号の影響で、９月１７日（日）から２３日（土）

に順延され、きのくに青雲高校で開催されました。
団体戦は優勝し、近畿大会出場を果たしました。
個人戦では、本校が１～３位を独占しました。

２７日（水）、
片男波海水浴場で「地引き網
体験」をしました。雨が心配
されましたが、１９名の生徒
が参加し、予定の終了時刻ま
で無事に開催することができ
ました。
会場には校長先生も来られ

て、獲れたての魚を、刺身や
バーベキューでいただきまし
た。
その後は自由に散策などを

して遠足は終了しました。
学科や学年の枠を超えて、

大いに親睦が深まった１日と
なりました。
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１０月４日（水）、和歌山西警察
署生活安全課から講師をお迎えし
て、薬物乱用防止についてご講話
いただきました。
参加生徒は３０名弱でしたが、

自分が被害者とならないために、
また家族や友人など、大切な人を被害者にしないために、真剣な面持ちで話に耳を傾けて
いました。

１０月６日（金）、特定社会保
険労務士の南英一先生に来ていた
だき、労働条件セミナーを開催し
ました。この事業は厚生労働省の
委託事業で、今年初めて開催した
ものです。
労働法や労働条件、契約や働き方、退職時のルールなどについて、丁寧に分かりやすく

教えていただきました。講義が多かったにも拘わらず、４０名近い生徒全員が食い入るよ
うにテキストを見て、話に聞き入っていました。またクイズ形式で、具体的なお話しもい
ただき、就労している生徒が多い本校にとって、大変意義深いセミナーとなりました。

池田理恵子先生（書道）
池田先生は週に２日、火曜と木曜に書道Ⅰを教えに来て

いただいている非常勤の先生です。昼間は他の高校でも教
えておられます。
先生の作品が、この度、110年の歴史を持ち、平成26年に

改組され第１回として新たにスタートした、新第４回日展
第５科（書）に見事入選されました。先生は過去にも何度
か日展に入選されている、すごい先生なんです！
みなさん、そんなすごい先生に教えてもらっていたんで

すね!! 日展については下の URL からどうぞ。入選者一覧
には池田先生のお名前も載っていますよ！

https://nitten.or.jp/summary

来る１１月９日（木）、本年度の中学生体験学習を開催い
たします。１１月１日（水）の締切後でも対応できる場合
がありますので、中学生、保護者のみなさま、どうぞご参
加ください。お申し込みは各中学校のご担当の先生までお
願いいたします。
この件に関するご質問は、本校までお願いいたします。

０７３－４４４－２４７２（担当：教頭 藤村）
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１１月１日（水）、昨年度まで
２月に行っていた避難訓練を、本
年度は「世界津波の日」に合わせ

て和歌山県下一斉に行われる地震・津波避難訓練として実施しまし
た。シェイクアウト訓練や避難訓練の後、東日本大震災をテーマにし
たビデオを使って防災学習をしました。

１１月９日（木）、学校開放実施期間の最終日、
中学生向けに本校の体験学習を開催しました。
教務や各科の特徴の説明後、建築科の住居の模型
作りを体験してもらいました。その後、校内の施
設見学をしました。参加者の事後アンケートでは、全体的に好評価を得ました。

１１月１１日（土） １１月２１日（火）
神戸市立中央体育館で行われ 和歌山西警察署か
た、第53回近畿高等学校定時 ら講師をお招きして
制通信制課程体育大会バドミ 行いました。特に原
ントン競技において、団体戦 付運転時の注意事項
で見事３位に入賞しました。 について、教えてい
https://n53kinki-hyogo.jimdo.com/ ただきました。

１１月１７日（金）の文化祭で今年は
チョークアートに挑戦しました。まずは
一人ひとりが円形の図柄でぼかし方など
を練習し、その後は全員で一つの大作（60
× 90cm）を作り上げ、最後はみんなで記
念撮影をしました。

１１月２４日（金）には後期生徒総会
を行い、新生徒会役員が決まりました。
任期は１２月１日から１年間です。
また、１１月２８日（火）には球技大

会が行われました。現在の生徒会役員が
行う最後の行事です。卓球とバドミント
ンの２競技で、３時間にも及ぶ白熱した
戦いが展開されました。生徒たちの表情
も生き生きしていました。

 



平成２９年１２月号 和歌山工業高等学校定時制

１２月２２日（金）２学期の終業式が行われまし
た。終業式に先立って、まずは伝達表彰が行われま
した。
○第５３回近畿高等学校定時制通信制課程体育大会

バドミントン競技 男子団体 第３位
松本多朗 君（４建）、岩井達哉 君（４機電）、
辻本隼雄 君（２機電）

○第３７回和歌山県高等学校製図コンクール
特選 川久保龍真 君（２建）
入選 志波大祐 君（３建）、嶋本仁穂 さん（１建）

○第６３回和歌山県高等学校定時制通信制 生徒作品展示会
＜工業の部＞ 金賞 川久保龍真 君（２建）

銀賞 志波大祐 君（３建）、嶋本仁穂 さん（１建）
銅賞 松本多朗 君（４建）

＜家庭の部＞ 金賞 岡本聖樹 君（２建）
銅賞 稲垣海斗 君（２建）

＜書道の部＞ 銅賞 山本 将 君（４建）、鈴木 仁 君（２機電）

終業式の田村校長先生の式辞は、「冬至」の日には「ん」の
つく食べ物を食べると「運」が呼び込めるという話から始まり
ました。続いて伝達表彰を受けた生徒や、インターンシップで
成果を上げた生徒の例を挙げて、本校生徒の最近の頑張りにつ
いての紹介と全生徒への激励がありました。
式辞の中心は「我慢と辛抱」についてでした。これは「成功

する人らしい朝の迎え方」という文からの紹介です。
『 嫌なことをただ耐え忍ぶのが「我慢」

好きなことのために耐え忍ぶのが「辛抱」
・・・（中略）・・・
我慢はしなくていい 出典
辛抱をしよう 』 http://ekusia.com/morning/1218.html

生徒にもしっかりとこの意味を考えてみるように、というお話しでした。

平成３０年１月１５日（月）から、転入（本科）および編
入（本科・専科）の予備面談と出願受付を開始します。
時間は、平日の１３：００～２０：００ です。

また、予備面談は、３月１５日（木）
出願受付は、３月１６日（金）

の上記の終了時刻までです。

詳しくは、右の
QRコードから読み取れる
資料をご覧ください。

【本科生】 【専科生】

 



平成３０年１月号 和歌山工業高等学校定時制

平成３０年になりました。本年最初の行
事である３学期始業式が１月９日（火）に
行われました。
田村校長先生は式辞の中で『言葉の力』

について、次のように述べられました。
「朝日新聞社が毎年主催し行っている『私
の折々のことばコンテスト』の審査が昨年
１２月にあり、最優秀賞に熊本県立菊池農
業高校３年生の次の言葉が選ばれました。

『あんたの根っこ見つけて水やり続けるねん』

この生徒は、わざわざ大阪から熊本の農業高校を志望し進学しましたが、そのときご両
親や、担任始め多くの中学校の先生方から反対される中で、３年間一緒に花の世話をして
いた管理作業員さん一人だけが応援してくれたときの言葉です。この言葉の続きは

『自分の根は自分にしかわからへんねや』

彼女は今、全力で農業を学び、大学進学や将来の夢を見つけ充実した日々を送っている
そうです。生徒の皆さんも誰かの言葉に勇気をもらったことがないでしょうか。周りの多
くの理解者がかけてくれる『耳に痛い言葉』を大切に、心の支えとして頑張っていってほ
しいと思います。」というお話でした。

１月１７日（水）、全日制課程との共用棟である第４棟に、
ＩＣＴ（information and communication technology）環境を整
えた第２スマートルームが完成しました。全日制課程では、
既に本館第１スマートルームを積極的に活用した授業が行わ
れているようですが、いよいよ定時制課程でもＩＣＴを活用
した授業が可能になりました。
２５日（木）には、先生方を対象に第２スマートルームの

使用方法についての説明会が開かれました。（写真はそのと
きの様子です。）約１時間の説明会には、定時制からも多く
の先生方が参加し、
授業を想定しての試
用や質疑応答など、
有意義な説明会とな
りました。
今後は、定時制の

生徒が「よりわかる」
授業作りに向け、こ
の施設を積極的に活
用していきたいと考
えています。

 



平成３０年２月号 和歌山工業高等学校定時制

２月８日（木）、恒例のボーリング大会で卒業生を送る予餞
会が、和歌山市小雑賀の ROUND1 和歌山店で行われました。
卒業予定の生徒と在校生合わせて３７名と、多くの教員が参

加しました。
田村校長先生の開会宣言の後、生徒会長の挨拶、校長先生と

生徒会役員による『始球式』と開会のイベントが進みました。
大会は１２レーンを使い、一人２ゲームの平均によって競わ

れました。卒業生の部と在校生の部の入賞、ブービー賞やブー
ビーメーカー賞、レーン単位得点を競うのグループ賞など多数
の賞が用意され、校長先生から賞品が手渡されました。

生徒たちは皆、生き生きとした表情で交流を楽しみました。
これで全学年が一堂に集う学校行事は最後となります。生徒た
ちにとって、とてもいい思い出となったことでしょう。

２月１０日（土）きのくに青雲高等学校において、『平成
２９年度第７回和歌山県高等学校定時制通信制課程選手権大
会』が開催され、本校からはバドミントン競技に２名、卓球
競技に１名の計３名が参加しました。結果は、

【バドミントン競技】
優勝 辻本隼雄君（２年機電科）
２位 松本多朗君（４年建築科）

【卓球競技】
２位 中原隆彰君

（建築科専科生）
と、最後の大会でも優秀な成績を
収めることができました。
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３月１日（木）１８：００から、平成２９年度卒業証
書授与式が挙行されました。式には、県教育委員会や中
学校代表の校長先生始め、出口教育振興会会長様、岡本
育友会会長様、山田同窓会会長様、西村同窓会副会長様、
また、本年度全日制に転勤された永井先生の計７名のご
来賓の方々にご臨席を賜り、多くの保護者やご家族に見
守られて、盛大かつ厳粛な卒業証書授与式を執り行うこ
とができました。
田村校長先生は式辞の中で、仕事と勉強を両立させ、

見事に卒業証書を手にした卒業生たちを讃えられまし
た。また「強さ」と「優しさ」について、宮城まり子さ
んが創設された「ねむの木学園」の各所に貼られている
「やさしくしてね やさしくしてね やさしいことはつよいのよ」
という言葉を紹介し、「優しさ」を身につけることが本当の意味での「強さ」を身につけ
ることだと話されました。

また、産業教育振興会中
央会や県産業教育振興会の
会長賞の表彰もありました。
在校生を代表して現生徒

会長が送辞を送りましたが、
それに対する卒業生代表の
前生徒会長の答辞も、仕事
と勉学を両立させた想いが
痛いほど伝わる見事なもの
でした。

３月２３日（金）終業式
が行われました。
式に先立って、今年度の

皆勤賞の表彰があり、辻本
隼雄君（２年機電科）と中
村彪我君（１Ｂ）に道本賞
が贈られました。辻本君は
２年連続の皆勤賞受賞とな
りました。
終業式では、田村校長先

生から、式辞として「３つ
の心」についてのお話しが
ありました。３つの心とは、

好奇心・公共心・向上心

のことで、これらを大切に
しながら高校生活を送って
ほしいと話されました。

 


